
～九州横断自動車道延岡線～
熊本・宮崎女性のつどいIN五ヶ瀬開催

　１２月２０日（土）熊本県・宮崎県の道づくりを考える女性の会主催による「熊本・宮崎女性のつ
どいIN五ヶ瀬」が開催され、約２４０人が参加されました。
　開催地の五ヶ瀬道づくりを考える女性の会の小笠会長は、整備局からも野口道路部長にお越し頂い
ており、私達の思いを伝えたい旨を述べられ、開催地町長である飯干五ヶ瀬町長は、「地域づくりの
手段の一つとして、道路整備があり、五ヶ瀬町の地域色を胸を張って出していけば、中央を動かすこ
とが出来る」と挨拶されました。基調講演では、野口道路部長が「最近の道路行政」と題し、新たな
交通需要推計や事業評価手法の見直しなどについて、講演しました。
　意見・事例発表では、「命をつなぐ高速道路・生活に密着した高速道路」をテーマに、「短時間で
産婦人科等の医療施設へ行けないことは、少子化の一因であるし、雇用面でも熊本市内へ通勤が可能
であれば、若い人が故郷に戻り、山村の高齢化を抑止する一因になる」、「昔、身重で病院を目前に
して、車中で出産してご子息を亡くされ、開通した北方延岡道路を通るたびに、３０年前にこの道路
があったならと感じている。」旨の発表をされました。
　当事務所では、皆様のご期待にお応えすべく、総力を挙げて高速道事業整備に取り組んでいきま
す。
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